


地域振興券　　２

　　　　 ‘ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樽劔¢○ｏむ・’紗の劔蟻鱗塾磐蟻強働○Ｑ０鰯鱈蟹
　子育ての支援と高饒者の経済負担を軽減するととも１こ個人消口を葛め、地域経済の活性化を目的として、地域振輿

券が発行され冒…す。西桂皿では、下口己のとおりですのでお知らせいたし冒…す
。

　交付対象者と思われる方１こは、郵便等でお知らせをする予定です 。

　●ｒ５歳以下の児童の属する世帯の世帯主の方には引換券を郵送しますので紛矢しないようこ三注意くださしＬ

　●上記以外で対象と思われる方についても、郵便等でお知らせする予定です
。

　　※　役場からのお知らせがなしｒ場合であっても、該当と思われる方は、こ遠慮なくお問し冶わせ下さし、。

　　　　　鯛魎鰯竈卿聰

　　　　　　　　　　　　藺穫脳蜘２喀爽会口嚢

※　３月２９日以降の引換は平常時問内に役場で行っています。（昼休みは行いません 。）

※　振興券の受領に際しては、運転免許証、国民健康保険証などの本人（窓□へ来る人）であることを証する

　　ものが必要となります 由

○交付額は１人につき　２０，０００円分です。１ ，０００円券２０枚つづりになっています
。

○申込登録のあった西桂肛の店舗等でお使し、いただけます
。

○額面は１ ，０００円　お釣はもらえません
。

○交換、譲渡、売買はできません 。

○使用できるのは、交付対象者こ本人またはその代理人 ・使者の方に限ります
。

■・　　…固；’　　　　　　６　　　　　●

　　老齢福祉年金等の受給者等

　　（１）次のいずれかの年金または手当てを受給している方

　　老齢福祉年金 ・障害基礎年金等 ・遺族基礎年金等 一児童扶養手当 一特別児童扶養手当 ・特別障害者

　　手当 ・障害児童福祉手当 ・福祉手当（経過捲置分〕 ・原爆被爆者諸手当

　　ただし 、障害基礎年金等、遺族基礎年金等の受給者の一部の方は、受給者及び受給者を扶養してい

　　る方が個人の呵民税（所得割 ・均等割両方とも）非課税の場合に限られます
。

　　（２）生活保護の被保護者、社会福祉施設の措置入所者等
。

ゆ　６５歳以上の町民税（所得割）非課税の寝たきりの方

　ただし 、本人が扶養されている場合は 、扶養者が町民税（所得割のみ）非課税の場合に限られます
。

＠　６５歳以上の町民税（所得割 ・均等割両方とも）非課税の方

　ただし 、本人が扶養されている場合は、扶養者が個人の町民税（所得割 ・均等割両方とも）非課税の

　場合に限られます
。



ヨ　続一地方選挙

方選挙のお知らせ

　平成１１年４月１１日山梨県議会議員」般選挙が、４月２５目西桂町議会議員一般選挙が続一地方選挙として

行われることになりました。次の事項に注意し、棄権することなく必ず投票しましょう 。

山梨県Ｕ会Ｕロー股邊挙 西桂町Ｕ会”ロー吸選挙

○投　票　日．
４月１１日（日曜日） ４月２５日（日曜日）

投票時間　午前７時｛午後８時 投票時間　午前７時～午後８時

＠投　票　所 西桂町いきいき健康福祉センター

選挙の告示日：平成１１年４月２日 選挙の告示日： 平成１１年４月２０日
選挙人名簿登録基準日： 平成１１年４月１日 選挙人名簿登録基準日： 平成１１年４月１９日

選挙人名簿登録日： 平成１１年４月１日 選挙人名簿登録日： 平成１１年４月１９日

ゆ投票できる人 投票できる人は、昭和５４年４月１２日以 投票できる人は、昭和５４年４月２６日以

前に出生した人で、平成ユ１年１月ユ日以前 前に出生した人で、平成１１年１月１９日以

から西桂町の住民基本台帳に登録されてい 前から西桂町の住民基本台帳に登録されて

る人は、選挙人名簿に記載されますので投 いる人は、選挙人名簿に記載されますので

票できます
。

投票できます
。

選挙人名簿に登録されている方で県内に

転出された方が投票する場合は転出先の市

町村長が発行する居住証明書が必要そす
。

法律で定められた事項の該当者の他に
、

・法律で定められた事項の該当者の他に
、

＠投票できない人 選挙人名簿に登録後県外への転出者 選挙人名簿に登録後町外への転出者

・平成１１年１月２日以後の転入者 ・平成ユユ年ユ月２０日以後の転入者

４月２日から４月ｍ日まで ４月２０日から４月２４日まで

時問 ：毎日午前８時３０分～午後８時まで 時間： 毎日午前８時３０分～午後８時まで

仕事 ・旅行 ・病気などで投票日に投票所にいって投票できない見込みの人は、選

◎不在者投票
挙管理委員会で不在者投票を行って下さい 。

（投票所入場券が届いた方は持参して下さい 。〕

なお、身体に重度の障害のある選挙人の方は、その障害の程度（身体障害者手帳 ・戦傷

病者手帳などに記載されている等級または知事が書面で証明した人）によっては郵便によ

る不在者投票もできます。方法等を詳しくお知りになりたい方は、選挙管理委員会にお問

い合わせ下さい
。

４月５日（月）入場券発送予定　　　　　４月２１日（水〕入場券発送予定

＠投票所入場券 入場券は各有権者（各世帯ごと）に郵送します。受け取りましたら氏名 ・住所な

どを確認して、投票日に投票所へ持参して下さい
。

＠關　　　票
即日開票：午後８時４５分から 即日關票 ：午後８時４５分から

場所：西桂町役場 場　　所 ：西桂町役場

＠立徽予魅への ３月１５日（月〕午後２時から ４月１４目（水）午後２時から

届田手競説明会 都留市消防庁舎　会議室 西桂町役場２階大会譲室

ゆそ　の　他
立候補届出期間：４月２日 立候補届出期閲：４月２０日

議員の定数 ：都留市・南都留郡西櫨町還挙区　２名 議員の定数：１２名

間合わせ先 西桂呵遷挙管理委員会　２５－２１２１



介護保険　　４

２０００年
４月スタート！ 介蕾保険を知ろラ

■
　●　　●

　　介護サービス計画１ケアプラン〕★４．．

　　はだれがつくる

■

介護サービス計画とは、利用するサービスの種類と回数
、

その組み合わせを考えること
。

０介護サービス計画の作成を依頼した場合には、ケアプ

ラン作成機関の介護支援専門員（ケアマネジャー〕が訪

問調査を行う 。その資料１こ基づし、て、利用者や家族と複

数の専門職による話し合し、を経て、介護サービス計画が

つくられる。計画完成後、ザービス提供機関１二連絡が入

りサービスが開始される
．

なお、計画作成に関しては，利用者の負担はなく支給限

度額が減ることはなし、。

＠目分で利用計画をつくった場合は、計画を市町村に届

ける。そして、サービス捉供機関に目分で連絡を入れ 、

サービス提供を依頼する ．

◎利用計画をつくらなし、場合は、サービス提供機関に連

絡を入れ、直接サービスを購入することになる。購入代

金は全額立て替え、あとから払し、戻される形１こなる
。

＠施設サービスを利用する場合は、施設で必ず介護サー

ビス計画がつ＜られる。　　　　　　　　 ■
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ケアプランの作成を繍０
　　　　　　　　　ケアプラン作威偽関

サービスの提供

■

要介ｏ者
目分で利用計国をつくる０遭膣サーピスを依頼

ケアプランをつくらない ◎薗接サーピスを依頼

医藏膿蘭　ぐ９９型鱗禦幣勢…

老人保健施殴ぐ９９聾青禦１聾勢…

　　　　　く．・．‘・・… 　．・… 　…‘…　｛　　　　　　◎，用の全霞壷立て賛冗て支趾っ

　　　　　　　鰯塾鵬Ｌ
　　　　　　　サービスの提供
冒方閻蟹目□　　　　‘Ｄ＠罰用者負担の１割在支払う

　　　　　１■・■．・■．・■■・■■・■■・．■・　　　　　　◎，用の全葭壷立て蓄貢て支払う

　　　　　　　置脳』馳
　　　　　　　ザービスの提供

　　　　　　　　　開膿 ぐ９酬瀧２幣譜言

　　　　　　　　　　　　　　く．・．■一■．…　●■．・… 　．■・
ｅ撫自分でつくつたサーピス榊関◎綴欝立て翫碗う
　　利用計画を捷出　　　▲

市囲村　　０＠舳鮒竈の９腕支払う

　　　　　　　◎介竈給付竈の９劃相当分を払い戻す

要介竈者

▲



５　介護保険

■介竈保険で受けられるサービス★５

ｈ

ノり　 ’１
／　　　　一

在宅サーピス 施殴サーピス

○訪問介竈くホームヘルプ） ○介竈老人福祉施酸

●肪間入浴 （時別竈竈老人ホーム〕

○訪問竈竃 ●介竈老人保健施殴

●訪周リハビリテーション （老人保健施誰〕

●日帰りリハビリテーション（デイケア〕 ●介記竈竈型医痂施設

●居宅療養管理指箏 ・竈養型病床群

‘かかりつけ医による医学的讐理など〕 ・老人牲痴県疾息竈竈病柳

要介８者
○目層り介竈｛デイサービス〕 ・介竈カ強化病院｛施行後３年間〕

■短期入所生活介竈（シ…一トステイ〕

●短期入所療竈介竈（ショートステイ〕

○痴果対応型共同生活介竈
（痴景性老人のグループホーム）

●有料老人ホーム等における介竈

●福祉用具の貸与 ・恥入，の支給

●住宅改信，の支絵
（手すり 、段差の解消など〕

麟
○同上く痴呆性老人のグループホームを
除く〕

●要支援書は施誰入所はできません

．．・．．
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月 火 水 木 金 土 日

午
前 訪問介竈 訪問介竈 訪問介竈 訪問介竈 訪問介竈

訪簡看竈訪問リハ

訪間罰竈 訪間竈竈
午
後 訪間介竈 訪間介竈 訪間介竈 訪問介竈 訪問介竈 訪問介竈 訪問介竈

（巡回型） （巡回型） （巡回型） ｛巡回型） く巡回型〕 （巡回型〕 （巡回型〕

短期入所６ヵ月に３週

福祉用具貸与　　車イス 、結殊寝台、マットレス 、エアーパッド

介護施設に
入所する
○介護支援専門員の紹介などに

より 、自分の気に入った施設を

選んで入所します 。

介護施設に入る場合は

○介護支援専門員の助言も参考に希望の施設の種類を選びます 。

０介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

　常に介護が必要な、家庭での生活が困難な寝たきりの高齢者

などが対象です
。

＠介護老人保健施設（老人保健施設）

　入院の必要はないが、看護 ・介護やリハビリなどの医療が必

要な寝たきりの高齢者などが対象です 。

　介護療養型医療施設

　長期にわたり医療が必要な高齢者などが対象です 。



老人保健　　６

○老人俣健制慶加入者の皆さんの蜘に胴る触齢の醐次のとおり変副：なります
。

““＾＾＃‘“箒＾“ｏ＃“““＾＾ヰ＃，ｏヰ＾＾｝‘“ヰ“■｝＃ヰ■ｏ■■“■■■ｔ　ｔ■＾‘＾｝吐＾“＾＾‘＾■‘’＾■‘｝‘＾箏‘ｏ＾ｏ‘ｏ　ｏ‘＾＾＾＾串＾＾｛＃＾

　　　　　　　　　　１日１こつぎ５００円→１日１こつぎ５３０円

１票罵隠驚１１鴻諜黛灘螢篶膿漂掌？通院『

沌篤蟻茅罵鴛一一１１；
…※鷲＝税非課税の世帯に属する方等については ’１ヶ月の負担上鮒４００円に？ｌ１ｌ

○なお、老人保健制度加入者の皆さんが外来又は在宅で薬剤の支給を受けた場合に 、その種類などに

　応じて医療機関（院外処方せんが発行された場合には 、薬局）でお支払し、いただいている一部負担

　金については 、平成ｒ１年度の特例措置として 、平成ｒ１年７月ｒ目から 、国が患者さんに代わってお支

　払いする予定です。詳しくは 、内容が決まり次第 、お知らせいたします 。

※タト来の一部負担金は 、１日平均外采医療費の伸ぴ率に応じて 、また 、入院の一部負担金は 、法律の

　規定に基づいて 、いずれも自動的に改定が行われるものです
。

※患者さんが支払った一部負担金は 、市呵村から医療機関等に支払われる診療報酬から差し弓１かれる

　ため、一部負担金の変更によって医療機関等の収入が変わるものではありません
。

※入院の一部負担金の減額を受ける場合 、呵長の発行する認定証を健康手巾長に添えて医療機関の窓口

　に提出してください
。

聞い合わせ・

西橦町役場　住民福祉課　　老人保健係　ＴＥＬ２５－２１２１



７　国保 ・町村交通災害共済

国民健康保険

　国民健康保険に加入している世帯は 、保険証の更新の日寺期がやってまいりました。現在お手元にある

保険証は３月３１日に有効期限が切れますので 、４月１日からは診療が受けられなくなります 。

　このため、次のとおり手続きを行いますので忘れずに更新をして下さい
。

月　　　１…１ 竈　　■１， ○　　　所

３月２９日（月） 午前９時～正午 倉　見　公　民　館

３月２９日（月） 午後１時～４時 下暮地公民館
３月３０日（火） 午後１時～４時 上　唖　公　民　館

３月３１目（水） 午前９時～午後４時 役場１階□ビー〔柿園 ・本田１〕

★．持讐するもの
（Ｄ現在お持ちの保険証

＠学生等保険証を分けている世帯は
、

　その保陰証と在学証明■

　（マル学の方は、必ず在学証明讐を
　　　鋳ってきて下さい 。）

※　居住している地区毎に更新を行います。都合により居住地区の指定日にこられなしｒ場合は
、

　４月１日以後役場の窓口へお越しください
。

岬摂撚信家虜そろフｚ加入し５しよ５

加入手続きは保険証の更新と同時に畳け付けます
。

●交通災害共済とは
　この共済は、県内全町村の住民がわずかな掛金を出し合し、、不幸にして

　交通事故にあわれた方１こ見舞金をおくる ’町村住民のための”相互扶助

　制度です
。

●加入できる方は

　西桂町１こ住民登録または外国人登録されている方です。加入者が途中他

　市町村へ転出した場合でも、共済期問中は有効です
。

●加入の申し込みは
　所定の「町村交通災害共済加入申込書」

　によｏ、地区公民館または役場で行ない

ます。　　　　　　　　　■見舞金額歪簑壌姦欝欝夕 つた場合’下記の表の
　（目程は保険証更新と同じです 。〕

●共済掛金は
　１人年額５００円です。なお、中途加入

　でも掛金は同じです
。

●共済期間は

平成１１年４月１日

　　　　～平成１２年３月３１日まで

※中途加入の場合は 、加入した翌日から

　平成１２年３月３１目までです
。

級 災　害　の　程　疲 共済見薫金頼’

１ 死　亡 １，ＯＯＯ，ＯＯＯ円

２
身体障客者福祉法施行規則別表第５号　１級から３級まで ３００，ＯＯＯ円

身体障害程度等級表に掲げる伽害　　　４級から７級まで ２００，ＯＯＯ円

３ 治療１２か月以上の切害で実治療日数５０日以上 １８０，０００円

４ 治療６か月以上１２か月未満の伽害で実治療日数２８日以上 １４０，０００円

５ 治療５か月以上６か月未満の伽害で実治療日数２２目以上 １１０，ＯＯＯ円

６ 治療４か月以上５か月未満の伽害で実治療目数１８目以上 ９０，ＯＯＯ円

７ 治療３か月以上４か月未満の傷害で実治療日数１４日以上 ７０，ＯＯＯ円

８ 治療２か月以上３か月未満の傷害で実治療日数１０目以上 ５０ ，ＯＯＯ円

９ 治療１か月以上２か月未満の伽害で実治療日数６目以上 ３０，ＯＯＯ円

１０ 治療２週間以上１か月未満の伽害で実治療日数４日以上 ２０，ＯＯＯ円

１１ 治療１週間以上２週間未満の傷害で実治療日数３日以上 １５，ＯＯＯ円

１２ 治療１週間未満の傷害で実治療目数２日以上 １０，ＯＯＯ円



保健 呂

　
　
　
防
接
種
が

ち　　
　
個
別
接
種
に
変
更

一
麻
疹
・
風
疹
・
目
本
脳
炎
・
三
種
一

混
合
・
二
種
混
合
）

　
　
　
　
、

　
し
ま
だ
医
院

　
天
野
医
院

　
竜
ケ
丘
医
院

　
吉
田
医
院

　
加
賀
谷
医
院

　
鈴
木
医
院

保
坂
産
婦
人
科
小
児
科
医
院

堀
内
産
婦
人
科
医
院

深
沢
医
院

富
士
吉
田
市
立
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク
小
林

新
西
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
く
ら
医
院

　
よ
ね
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）
０
２
３
８

　
羽
田
レ
デ
ィ
ｉ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）
０
３
ユ
ユ

　
渡
辺
医
院
　
　
　
（
〃
）
２
８
３
５

　
山
梨
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
　
　
　
（
７
２
）
２
２
２
２

　
武
井
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
０
５
５
４
（
４
５
）
６
８
１
１

　
都
留
市
立
病
院

　
　
　
０
５
５
４
＾
４
５
）
１
８
１
１

＾
麻
疹
・
三
種
混
合
・
二
種
混
合
）

　
富
士
ニ
コ
ニ
コ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
（
７
２
）
３
３
７
０

（
麻
疹
・
二
種
混
合
・
風
疹
）

　
小
佐
野
医
院
　
　
＾
７
２
）
０
５
７
６

★
事
前
に
必
ず
電
話
を
し
て
、
詳
し

　
い
内
容
を
聞
い
て
予
約
し
て
下
さ

　
い
。

「
健
康
管
理
は
自
分
で
」

値　康　相　談 い乱、きｏ康福祉センター 午前９時～１２時

機　能　日１１練 い乱、吉便腕祉センター 午後１時３０分一
３月
’牽鯛１１ 母　子　相　談 い乱、き甑福祉センター 午前９時一１２時

的１鈎１ 健　康　相　談 七、乱、言便竈桐祉センター 午前９時｝１２時

健　口　相　談 いきいき甑栖祉センター 午前９時～１２崎

目本脳炎予防接檀 い毒い冒働醐祉センター 受付キ後１時～１時１５分 ９齪～１２簑

∴副劾 母　子　相　談 し、きいき醐福祉センター 午前９時一１２時

．二

匂本）１ 機　能　日１１練 い乱、ぎ甑福祉センター 午後１時３０分～
１’到旬 １歳６ケ月児健診 い乱、冒鯛祉センター 午後１時３０分～ 平成９年７ ・８ ・９月

４月

風疹予防接桓 いきいぎ醐福祉センター 受付午後１時一１時１５分 平成４年４月～５年３月

肺・ 住民結核検診 ○見公民館前 午前９時３０分～１２崎
肺・ 住民縞核検診 Ｌ、きいぎ健康福祉センター 午後１時～３時

肺・ 住民縞核検診 役　　　　　場 午ｉｉｉ１Ｏ時～１２碕榊１恥３時

肺・ 住民縞核検診 小　　学　　校 午前１０時｛１２時午後１時一３時

キツズサロン キッズサロン　毎月簾２ ・第４木日寝午箭中２階保健センターを母手

の遊び幻として開放しています 。



保健 ・年金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
保
健
婦
を
通
し
て
申
し
込
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＠
学
習
会
…
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
昭
和
５
０
年
か
ら
５
２
年
に
生
ま
れ
た
一
　
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
親
へ
の
学

方
に
つ
い
て
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
一
　
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

有
し
て
い
る
方
の
割
合
が
他
の
年
齢
一
☆
開
催
日
は
新
聞
等
で
お
知
ら
せ
し

層
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
、
厚
生
省
一
　
ま
す
。
（
年
聞
３
回
実
施
）

の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　
昭
和
５
０
年
か
ら
５
２
年
に
生
ま
れ
た
一
す
こ
や
か
出
生
相
談

方
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
一
　
結
婚
や
出
産
に
際
し
て
遺
伝
に
関

渡
航
さ
れ
る
時
、
お
子
様
が
ポ
リ
オ
一
す
る
心
配
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
時
に
再
度
一
随
時
応
じ
ま
す
。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
一
☆
保
健
所
に
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
　
い
。
（
秘
密
厳
守
）

な
お
、
接
種
は
、
任
意
接
種
に
な
り
一

ま
紅
師
鞭
打
ポ
院
で
一

行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
い
き

い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
子
供
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
一

保
健
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
一

行
っ
て
い
ま
す
。

一
「
家
族
の
竈
い
」
交
流
，
業

　
未
熟
児
や
慢
性
腎
疾
患
、
糖
尿
病

一
な
ど
長
期
療
養
が
必
要
な
お
子
さ
ん

一
を
お
持
ち
の
ご
家
族
が
お
互
い
の
交

一
流
を
と
お
し
て
療
養
に
役
立
つ
惰
報

一
を
交
換
し
た
り
、
精
神
的
に
支
え
あ

一
っ
た
り
で
き
る
よ
う
「
家
族
の
つ
ど

一
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
隼
間
４
回
実
施
）

一
☆
対
象
者
に
通
知
を
し
ま
す
。

医
療
，
給
付
，
業

一
＾
疾
患
名
・
通
院
・
入
院
別
・
入
院

一
期
問
・
治
療
内
容
・
医
療
機
関
等
に

一
条
件
が
あ
り
ま
す
）

■
０
療
育
医
療
…
出
生
体
重
２
，
Ｏ
Ｏ

　
　
０
９
以
下
ま
た
は
２
．
０
０
０
９

　
を
こ
え
て
も
医
師
の
診
断
に
よ
り

　
生
活
力
の
弱
い
未
熟
児
に
対
し
て

一
・
搬
顯
謀
ジ

一
　
が
期
待
で
き
る
も
の
に
対
し
て
医

　
療
費
を
支
給
し
ま
す
。

一
　
療
育
医
療
…
長
期
入
院
を
要
す
る

　
結
核
児
童
に
対
し
、
指
定
医
療
機

　
関
へ
の
入
院
と
医
療
に
あ
わ
せ
て

　
学
習
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

一
＠
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

一
　
業
…
小
児
慢
性
特
定
疾
患
で
長
期

　
に
治
療
を
要
す
る
１
８
歳
未
満
の
児

一
　
童
に
対
し
、
そ
の
医
療
費
を
支
給

　
し
ま
す
。

一
末
熟
児
訪
問
指
導

一
　
体
重
が
２
．
５
０
０
９
未
満
の
お

一
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
時
に
は
保
健
所

一
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ

一
て
保
健
婦
が
訪
問
し
て
相
談
に
の
り

一
ま
亥

一
聞
い
合
わ
せ
先
吉
田
保
健
所
保
健

一
指
導
課
　
Ｗ
（
２
４
）
９
０
３
４

向
團
国
国

一
国
民
年
金
保
険
料

…　
平
成
ｕ
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

一
は一
定
額
（
１
ヵ
月
）
１
３
３
０
０
円

一
付
加
＾
１
ヵ
月
）
１
３
７
０
０
円

一
で
す
。

海
籔
漸
一
一
国
岨
漿
擦
ト

一
歳
ま
で
の
４
０
年
間
納
め
る
も
の
で
す
。
一
　
平
成
ｕ
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　
ま
た
、
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
一
を
前
納
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
抽
選

一
が
残
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て
死
亡
し
一
で
２
０
５
名
の
方
に
次
の
賞
品
が
当

一
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
、
障
害
基
礎
一
た
り
ま
す
。

一
年
金
や
、
遺
族
年
金
を
受
給
す
る
た
一
◎
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
か
す

一
め
に
も
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
が
一
　
が
い
」
ペ
ア
宿
泊
券
５
名
様

一
必
要
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
◎
山
梨
県
国
民
年
金
基
金
テ
レ
ホ
ン

一
　
自
分
の
将
来
の
た
め
に
、
国
民
年
一
　
カ
ー
ド
ー
０
０
名
様

一
金
保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
ま
一
◎
図
書
券
１
Ｏ
Ｏ
名
様

一
し
よ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
前
納
割
引

◎
乳
幼
児
す
こ
や
か
捲
治
■
簑

ア
ト
ピ
ー
性
皮
日
炎
生
活
指
導
コ
業
一

〇
専
門
相
談
…
皮
膚
科
医
師
に
よ
る
一

　
相
談
を
隔
月
（
偶
数
月
第
３
木
、

　
午
後
－
時
３
０
分
）
に
開
催
し
ま
す
。
一

…
一
　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
前
納
し
ま

一
す
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

一
　
１
５
９
，
６
０
０
円

　
　
　
（
１
３
，
３
０
０
円
×
１
２
ヵ
月
）

一
前
納
す
る
と

　
　
ー
５
５
，
７
５
０
円

　
　
（
３
，
８
５
０
円
劃
引
）

一
一
藪
州
巧
娃
註

一
て
納
め
る
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と

一
毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
有
利
な
保
険
料
の
前
納
制

一
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
前
納
期
間
　
４
月
３
０
日
ま
で

一
納
付
方
法
役
場
出
納
室
・
指
定
金

一
融
機
関
で
納
付
書
に
よ
り
納
付
し
て

一
く
だ
さ
い
。

一
▽
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生

　
年
月
日
・
基
礎
年
金
番
号
を
記
入

　
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

一
▽
送
り
先

　
　
一
丁
４
０
０
－
０
０
３
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
－
９
－
１
１

一
山
梨
県
福
祉
保
健
部
国
民
年
金
課
内

　
　
「
前
納
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

一
▽
応
募
朗
限

　
平
成
ｎ
年
５
月
Ｍ
目
（
金
〕

一
前
納
納
付
期
限
は
獺
鐵

一
ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
平
成
ｕ
年
度
の
納
付
書
は
４
月
上

一
旬
発
送
予
定
で
す
。
」

一
お
悶
い
合
わ
せ
先

一
役
場
国
民
年
金
係
　
２
５
－
２
１
２
１

一
山
梨
県
福
祉
保
健
部
国
民
年
金
課

　
　
０
５
５
－
２
３
５
－
７
８
１
５



　
２
月
１
０
日
（
水
一
西
桂
小
掌
校
一
に

お
い
て
、
あ
じ
さ
い
の
会
の
皆
さ
ん

が
活
動
の
な
か
で
仕
上
げ
た
お
手
玉

や
あ
や
と
り
な
ど
を
使
い
昔
の
遊
び

を
通
し
て
小
学
校
－
年
生
と
の
交
流

を
は
か
り
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
生
活
科
授
業
の
一
環
で

行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
会
員
の
み

な
さ
ん
も
「
久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
時

を
過
ご
し
、
半
日
が
あ
っ
と
い
う
問

で
し
た
。
」
と
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
も
「
昔
の
遊
び

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
お
ば
あ
ち

一
や
ん
た
ち
と
お
話
が
で
き
た
り
し
て
一

一
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
感
想
を
聞
一

一
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ま
た
、
来
一

一
て
ね
、
今
度
は
い
つ
来
て
く
れ
る
の
」
一

一
と
廊
下
ま
で
出
て
見
送
っ
て
く
れ
た
一

一
児
童
も
た
く
さ
ん
い
て
と
て
も
微
笑
一

一
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

……
一
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
．
ふ
に
、
寄
付
一

一
し
て
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル
を
、
あ
じ
一

一
さ
い
の
会
の
皆
さ
ん
に
「
ぞ
う
き
ん
一

一
と
お
し
ぼ
り
」
に
仕
上
げ
て
も
ら
い
、
一

一
次
の
と
お
り
公
共
施
設
に
配
布
し
ま
一

一
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
一

一
で
し
た
。

　
西
桂
小
学
校
／
ぞ
う
き
ん
５
０
枚

　
西
桂
中
学
校
／
ぞ
う
き
ん
５
０
枚

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
／
ぞ
う
き
ん
２
０
枚

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
お
し
ぼ
り
３
０
枚

　
関
心
の
あ
る
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ｉ
に
申
し
込
み
及
び
連
絡
を

下
さ
い
。

　
ポ
う
ン
テ
ィ
ア
の
支
擾
を
必
暮
と

　
　
　
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
方
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
し
て
下
さ

一
い
。

一
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
電
話
　
２
５
－
３
３
０
０

　
　
　
＾
担
当
一
羽
田
・
渡
辺
〕

一
が
急
激
に
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一

一
平
成
１
０
年
３
月
１
９
日
に
「
特
定
非
営
一

一
利
活
動
促
進
法
」
と
し
て
成
立
し
通
一

一
常
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
一

一
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
一

一
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
任
意
団
体
一

一
に
法
人
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
活
動
一

一
の
発
展
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
一

一
が
主
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

…
一
－
日
．
８
日
．
１
５
目
．
２
９
貝
月
一

　
　
　
　
　
　
　
歌
お
う
山
吹
の
会
一

１寸金

７一ク
ヨ
）

詞
）

ツク

　１
　貝
ボ旦
ラ

ン

テ

イ

ア

協
会
定
例
会

１０

日

２４

目

水

あ
じ

さ

い

の
△
広

　１
　日

　８
　日
　１５

　目
歌あ
寿日
つ（山月
吹〕
２
武

がのに体
主発法や
な展人Ｎ
目を格Ｐ
的促をＯ
と進付団
なし与体
っよすな
てうるど
いとこの
ますと任
するで意
。こ活団
　と動体

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等に最適な保険です
。

　　　※５名以上のグループで御参加下さい 。

突蟷苑

およぴ

日嚇毫 ・

軸射病

による

売亡

１４０朋

妓
繁
姦

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
年
閻
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

一
を
し
て
く
だ
さ
る
個
人
及
び
団
体
の

一
申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

一
－
貝
月
一

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
例
会
一

　
　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｎ
Ｐ
〇
一

一
法
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
知
っ
て
一

一
い
ま
す
か
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
英
語
の
Ｎ
ｏ
ｎ
・

一
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｔ
・
Ｏ
ｒ
９
刮
ｎ
・
ｌ
ｚ
宜
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
一

一
の
略
で
、
日
本
語
で
は
民
聞
非
営
利
一

一
組
織
ま
た
は
民
問
非
営
利
団
体
と
呼
一

一
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
神
糾
針
註
芦
峠

一
人
を
超
え
る
と
も
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
一

一
テ
ィ
ア
の
活
動
を
契
機
に
、
ボ
ラ
ン
一

一
テ
イ
ア
団
体
な
ど
の
市
民
活
動
を
支
一

一
援
す
る
社
会
的
な
仕
組
み
の
必
要
性
一

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

一１．　　　　　呈　＝　’■　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　 １

寄付者名 物品及ぴ寄付金

塩谷　房子さん 古切手 ・ベルマーク

高尾さと子さん 生地（お手玉用）

渡辺さち子さん 生地

外川かづ子さん あずき（お手玉用）

関戸　幸子さん ５５，ＯＯＯ円

その他、大勢の方々より牛乳パック

一
対
象
と
在
る
事
故
　
グ
ル
ー
プ
活

　
動
中
の
事
故
・
往
復
途
中
の
事
故

一
保
険
期
間
　
平
成
ｎ
年
４
月
－
日

　
か
ら
翌
年
３
月
３
１
日
ま
で
（
申

　
込
受
付
は
３
月
か
ら
一

一
間
い
合
わ
せ
先

　
西
桂
教
育
委
員
会
（
担
当
永
田
〕

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
５
１
２
５
１
２
９
４
ユ



下水道 ・環境Ｈ

（
下
水
遣
審
議
会
報
告
）

　
　
＊
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

　
　
改
造
又
は
、
し
尿
浄
化
槽
の
機

　
　
能
を
停
止
す
る
と
同
時
に
そ
の

　
　
　
他
汚
水
の
排
水
設
備
を
設
置

　
　
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

　
　
工
事
。

　
　
＾
現
在
の
と
こ
ろ
旧
Ｊ
マ
ー
ト
か

　
ら
都
留
市
と
の
境
界
ま
で
の
地
域
）

一
＠
融
資
斡
旋
条
件

　
　
＊
町
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
、

　
　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　
　
＊
処
理
区
域
が
公
示
さ
れ
た
日
か

　
　
ら
３
年
以
内
に
工
事
が
完
了
す

　
　
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　
　
＊
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
有
す
る

　
　
　
こ
と
。

　
　
＊
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
新

　
　
築
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
。

一
＠
融
資
斡
旋
限
度
額

　
工
事
資
金
の
う
ち
限
度
額
４
０
万
円

　
　
（
！
万
円
単
位
と
す
る
）

一
＠
償
還
期
限

　
融
資
開
始
か
ら
３
年
以
内
と
す
る
。

一
＠
償
還
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
償
還

一
＠
利
子
補
給

　
　
全
額
補
給
と
し
、
利
率
に
つ
い

　
　
て
は
金
融
機
関
と
協
議
す
る
。

　
水
洗
便
所
等
改
造
奨
励
金
に
つ
い

　
て
（
現
在
の
と
こ
ろ
旧
Ｊ
マ
ー
ト
か

　
ら
都
留
市
と
の
境
界
ま
で
の
地
域
一

一
〇
交
付
の
対
象

　
　
＊
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
新

一
　
　
築
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
。

一
　
＊
処
理
区
域
が
公
示
さ
れ
た
日
か
一

一
　
　
ら
３
年
以
内
に
工
事
が
完
了
一

一
　
　
し
、
町
の
検
査
に
合
格
し
た
も
一

一
　
の
。

　
　
＊
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
。

一
　
＊
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
一

一
　
　
法
人
以
外
の
個
人
。

一
＠
交
付
条
件

一
　
　
町
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
、

　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

一
　
奨
励
金
額

一
　
＊
改
造
金
額
が
ー
０
０
，
０
０
０
円
一

　
　
以
上
の
場
合
に
交
付
す
る
。

一
　
＊
下
水
の
処
理
を
開
始
す
る
日
か

　
　
ら

一
－
年
以
内
の
工
事
　
３
０
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
２
年
以
内
の
工
事
　
２
０
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
３
年
以
内
の
工
事
　
１
０
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
一

…　
受
益
者
負
担
金
及
び
使
用
料

　
受
益
者
負
担
金
及
び
使
用
料
の
に

一
つ
い
て
は
、
桂
川
流
域
下
水
道
推
進
一

一
協
議
会
に
お
い
て
統
一
し
た
意
見
調
一

一
整
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
継
続
審
一

一
議
中
で
す
。

一
　
今
後
浄
化
槽
の
補
助
制
度
に
つ
い

一
て
は
、
平
成
ｕ
年
４
月
よ
り
運
営
実
一

一
施
で
き
る
よ
う
規
則
等
を
制
定
し
て

一
い
き
ま
す
。

一
　
河
川
等
の
環
境
保
全
及
び
生
活
環
一

一
境
向
上
推
進
の
下
水
道
事
業
に
、
町
一

一
民
の
沓
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
一

一
願
い
い
た
し
ま
す
。

２

一
粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集
を
次
の

一
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
注
意
事

一
項
を
守
っ
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
目
時
　
３
月
１
４
日
（
目
）

一
場
所
　
下
暮
地
尾
尻
町
有
地

時
間
　
午
前
９
時
か
ら
１
２
時

　
　
　
午
後
－
時
か
ら
３
時

一
注
意
事
項

　
洗
濯
機
な
ど
モ
ー
タ
ー
の
付
い
て

一
い
る
も
の
は
外
し
て
搬
入
し
て
く
だ

一
さ
い
。

　
タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ト
な
ど
は
分
解
し

一
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

一
な
ど
は
６
等
分
に
し
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　
業
務
用
冷
蔵
庫
・
コ
ピ
ー
機
・
自

動
販
売
機
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん

一
の
で
購
入
先
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

一
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
搬
入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

一
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

一
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　
処
理
困
難
ゴ
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
金
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
搬
入
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
先

一
般
配
付
し
ま
し
た
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ

一
ユ
ア
ル
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　
西
桂
町
公
共
下
水
道
運
営
審
議
会
一

に
お
い
て
、
平
成
１
３
年
の
一
部
供
用
一

開
始
に
向
け
、
下
水
道
の
運
営
に
つ

い
て
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
内
一

容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
浄
化
槽
設
置
に
関
す
る

　
　
　
　
補
助
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
補
助
金
交
付
の
対
象

　
　
５
年
以
内
に
供
用
開
始
が
見
込
一

　
ま
れ
る
処
理
区
域
内
に
新
築
に
よ
一

　
り
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
。

　
＾
現
在
の
と
こ
ろ
旧
Ｊ
マ
ー
ト
か
一

　
ら
都
留
市
と
の
境
界
ま
で
の
地
域
〕
一

＠
交
付
条
件

　
＊
町
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
、
一

　
　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　
＊
下
水
道
へ
の
加
入
に
つ
い
て
承
一

　
　
諾
し
た
場
合
。

＠
補
助
金
額

　
　
浄
化
槽
の
種
別
を
問
わ
ず

　
　
一
律
１
ｌ
Ｏ
Ｏ
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

下
水
道
排
水
設
備
工
事
資
金

　
　
融
資
斡
旋
に
つ
い
て

○
対
象
工
事

一
講
一

一
次
鮎
雛
け
汽
鞭

一
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
釣
銭
の
な
い

一
よ
う
料
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
目
時
　
４
月
１
５
日
（
木
）

　
　
　
午
前
１
０
時
－
１
２
時

　
　
　
午
後
－
時
－
３
時

一
場
所
　
役
場
裏
庭

一
手
数
料

　
新
規
登
録
手
数
料
３
，
Ｏ
０
０
円

一
　
予
防
注
射
料
金
　
　
２
，
８
５
０
円

一
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
　
５
５
０
円

一
担
当
獣
医
　
飯
島
獣
医
師

一
注
意
　
当
日
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ

一
な
い
場
合
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
環

一
境
衛
生
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

一
い
。
後
日
訪
問
注
射
を
実
施
い
た
し

一
ま
す
。

一
そ
の
他
法
律
に
基
づ
き
犬
の
登
録

一
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
、
未
登

一
録
の
飼
い
主
は
必
ず
登
録
し
て
く
だ

一
さ
い
。
ま
た
、
次
の
と
き
は
３
０
日
以

一
内
に
役
場
に
届
出
が
必
要
で
す
。

一
・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

　
・
犬
の
所
在
地
の
変
更

一
・
飼
い
犬
の
変
更

一
予
防
注
射
は
生
後
９
０
日
＾
約
３
ヵ
月
）

一
以
上
に
な
っ
た
ら
年
ユ
回
必
ず
受
け

一
ま
し
よ
う
。



促お知らせ

一
な
粉
餅
を
作
り
ま
し
た
。
昼
食
は
車
一

一
座
に
な
っ
て
み
ん
な
で
語
ら
■
い
な
が
一

一
ら
白
分
で
つ
い
た
餅
を
味
わ
い
ま
し
一

一
た
。
閉
会
式
で
高
齢
者
か
ら
の
「
楽
一

一
し
か
っ
た
？
」
の
問
い
に
、
子
ど
も
一

一
た
ち
も
声
を
そ
ろ
え
て
「
楽
し
か
っ

一
た
。
」
と
答
え
、
に
ぎ
や
か
な
う
ち
一

一
に
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
２
／
１
３
）

晦
母
親
ク
ラ
プ

榊
　
会
員
募
集
■

．
小
学
生
と
高
齢
者
の
ユ
ニ

カ
ー
ル
＆
餅
つ
き
交
流
会
■
・

　
児
童
館
で
は
、
昼
間
保
護
者
の
い

一
な
い
家
庭
を
対
象
に
、
放
課
後
対
策

と
し
て
、
小
学
校
低
学
年
児
童
の
受

一
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
と
の

一
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
遊
び
を
主
体

一
と
し
た
健
全
育
成
及
び
保
護
を
目
的

一
と
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

一
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
世
代
問
交

流
を
目
的
に
、
青
少
年
育
成
西
桂

町
民
会
議
と
西
桂
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
共
催
で
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
と

餅
つ
き
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

二
目
前
に
降
っ
た
雪
が
凍
り
つ
き

底
冷
え
の
す
る
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
た
ユ
ニ
カ
ｉ
ル
は
、
小
中

学
生
９
チ
ー
ム
と
高
齢
者
５
チ
ー

ム
に
よ
る
対
抗
戦
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
ル
ー
ル
の
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
お
互
い
に
教
え
あ
い
、

チ
ャ
ン
ス
の
と
き
に
は
敵
で
あ
っ

て
も
応
援
し
、
外
の
気
温
と
は
う

っ
て
か
わ
っ
て
終
始
和
や
か
に
競

技
は
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｌ
０
会
館
で
行
わ
れ
た
餅
つ

き
で
は
、
高
齢
者
と
小
中
学
生
が

か
わ
る
が
わ
る
餅
を
つ
き
、
み
ん

な
で
餅
を
こ
ね
て
の
り
巻
き
や
き

一
　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
自
己
の
有
一

一
す
る
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
、
ア

一
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・
中
南
一

一
米
・
大
洋
州
お
よ
び
東
欧
諸
国
の
国

一
造
り
に
協
力
す
る
青
年
の
海
外
ボ
ラ

一
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
昭
和
４
０
年
度
一

一
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
事
業
で
、
す
で
一

一
に
６
６
カ
国
に
ー
８
，
８
０
０
名
を
超
一

一
え
る
青
隼
男
女
が
派
遣
さ
れ
、
目
下
、

一
５
９
カ
国
に
約
２
，
４
０
０
名
が
活
躍
一

一
中
で
す
。

一
　
こ
の
ほ
ど
、
次
に
よ
り
募
集
説
明
一

一
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
御
参
加
く
だ

一
さ
い
。

一
日
　
時
　
４
月
２
１
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
６
時
３
０
分
－
８
時
３
０
分
一

一
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館

一
問
合
せ

一
山
梨
県
総
務
部
国
際
課

一
　
五
０
５
５
－
２
２
３
－
１
４
３
７

一
対
象
児
童

　
西
桂
在
住
の
小
学
校
ユ
年
生
；
３

一
年
生
（
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
一

の
児
童
）

一
募
集
人
員
　
３
０
名
程
度

一
開
設
日
・
時
間

　
月
曜
－
金
曜
　
午
後
ユ
時
！
５
時

　
土
曜
　
　
　
　
午
前
９
時
；
５
時
一

場
所
Ｙ
Ｌ
０
会
館
２
階
児
童
館
一

一
保
竈
者
負
担
金
　
お
や
つ
代
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
ー
カ
月
２
０
０
０
円

一
申
込
み
方
法

　
児
童
館
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り
一

一
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
が
直
接
用
一

一
紙
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

一
申
込
み
用
紙
配
布
期
間

　
３
月
－
日
＾
月
〕
三
３
月
２
０
日
＾
土
一
一

一
※
現
在
登
録
し
て
い
る
児
童
の
場
合
一

一
は
、
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
一

一
た
だ
し
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
変
更
が
一

一
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

一
　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
、
子
ど

一
も
と
一
緒
に
楽
し
く
い
ろ
ん
な
活
動

一
を
し
て
み
た
い
人
、
遠
く
か
ら
お
嫁

一
に
来
て
子
育
て
の
仲
間
が
ま
だ
い
な
一

一
い
人
、
近
所
に
子
ど
も
の
遊
び
相
手
一

一
が
い
な
い
の
で
探
し
て
い
る
人
…
な

一
ど
な
ど
、
母
親
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
み

一
ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
仲
間
が
い
－
っ

一
ぱ
い
〃
月
に
一
度
の
活
動
で
、
心
も
一

一
体
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
ま
し
よ
う
。

一
き
っ
セ
楽
し
い
子
育
て
が
で
き
る
は
一

ず
。

　
＾
活
動
日
》
　
　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
《
主
な
活
動
》
　
親
子
ハ
イ
キ
ン

一
グ
・
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
・
手
芸
・
。

一
料
理
会
・
工
作
・
自
然
体
験
・
リ
ズ
一

ム
体
操
な
ど

　
《
入
会
費
》
　
無
料

　
《
申
込
み
》
　
電
話
ま
た
は
直
接
児
一

一
童
館
へ
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

一
■
問
い
合
わ
せ
　
冠
２
５
１
２
９
４
１

　
　
　
　
　
　
担
当
　
諏
訪
田

一
ト
で
、
最
大
の
規
模
を
誇
る
お
祭
り

一
を
町
民
皆
様
の
手
で
更
に
盛
り
上

一
げ
、
更
に
発
展
さ
せ
、
強
い
て
は
わ

一
が
町
独
自
の
伝
統
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

一
し
て
、
町
内
外
か
ら
も
大
勢
の
お
客

一
が
訪
れ
る
、
そ
う
し
た
「
ふ
る
さ
と

一
夏
ま
つ
り
」
に
お
け
る
ス
テ
ー
タ
ス

■
の
確
立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
町
を
発
展
さ
せ
，
大
成
さ
せ

一
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
町
民
の
意
識

一
改
革
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ

一
れ
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
お
祭
り
で

あ
り
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
確
信
い
た

一
し
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー

一
ト
が
こ
こ
で
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
か

一
自
分
の
内
面
に
あ
る
「
積
極
的
な
、

一
意
欲
的
な
自
分
」
に
か
け
て
み
ま
せ

一
ん
か
？

　
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
は
、
自

一
分
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
の
能
力
を

一
最
大
に
引
き
出
せ
る
場
で
あ
る
と
恩

　
っ
て
い
ま
す
。

一
＊
イ
ベ
ン
ト
に
関
心
が
あ
り
、
意
欲

　
的
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

一
＊
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
＊
貯
金
会
・
同
級
会
な
ど
の
団
体
で

　
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
当
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
実
行
委
一

一
員
会
で
は
、
わ
が
町
最
大
の
イ
ベ
ン
一

一
【
間
い
合
わ
せ
先
】

　
西
桂
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
実
行

　
委
員
会
（
西
桂
町
教
育
委
員
会
内
）

　
（
事
務
局
永
田
）
亙
２
５
－
２
９
４
１



お知らせ伯

▼
能
カ
開
発
竈
匹
▲

■
新
入
社
員
講
座
（
１
回
目
）

受定時
講

料員間

午
後
６
時
－
午
後
８
時

１
０
名
１
，
０
０
０
円

…
一
問
い
合
わ
せ

　
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
電
話
０
５
５
４
；
４
３
－
８
９
１
１

一
※
受
付
期
間
　
各
講
座
と
も
開
講
日

　
　
の
７
日
前
ま
で
、
但
し
定
員
に
な

　
れ
ば
締
切
り
ま
す
。

一
イ
ン
ト
・
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
造
形
一

一
盆
栽
・
ち
ぎ
り
絵
・
押
絵
・
押
し
一

一
花
・
生
活
小
物
細
工
・
リ
ー
ス
な
ど
一

日
　
程

時
　
間

定
　
員

受
講
料

４
月
５
・
６
日
の
２
日
問

（
昼
間
）

午
前
９
時
－
午
後
４
時

１
５
名
１
０
，
０
０
０
円

　
■
新
入
社
員
講
座
＾
２
回
目
）

日
程
４
月
８
・
９
日
の
２
日
間
一

　
　
　
　
（
昼
間
）

時
　
間
　
午
前
９
時
；
午
後
４
時

定
　
員
　
蝸
名

受
講
料
　
１
０
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
場
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

…
一
主
催
　
み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

一
お
間
合
せ
先

　
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

一
　
電
話
０
５
５
５
－
２
４
－
４
４
０
６
一

一
◇
移
動
県
民
相
談

一
内
容
行
政
相
談
・
法
律
相
談
・
一

　
　
　
　
交
通
事
故
相
談
・
結
婚
相
一

一
　
　
　
談
・
土
地
住
宅
相
談
・
そ
一

　
　
　
　
の
他

一
日
程
・
場
所

開
催
目

３
月
４
目
窒

３
月
１
６
目
茎

開
催
場
所

鰍
沢
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

八
代
町
ｏ
く
婦
人
の
家

一
お
め
で
た
（
艇
生
）

　
　
　
　
　
　
　
苗

上
町
小
林
奈

一
時
　
間

競
兎
処
理
鹸
変
掴
◎
表
苛

午
前
１
０
時
；
午
後
３
時

　
　
「
み
ん
な
の
手
芸
展
」

　
郡
内
地
域
で
日
頃
か
ら
手
芸
に
親

一
し
ん
で
い
る
方
々
が
集
い
、
「
み
ん

一
な
の
手
芸
展
」
を
展
開
す
る
こ
と
に

一
な
り
ま
し
た
。

　
　
そ
の
味
わ
い
深
い
手
作
り
作
品

一
を
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
覧

一
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
待
ち
し

一
て
お
り
ま
す
。

一
日
時
　
３
月
３
日
；
７
日
の
５
日
間

　
　
　
午
前
１
０
時
－
午
後
５
時

　
　
　
＾
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

一
作
品
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
編
み
物
・

一
織
物
・
粘
土
細
工
－
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

一
ト
・
陶
芸
・
布
張
り
絵
・
ト
ー
ル
ペ

◇
交
通
亭
故
出
張
椙
談

▼
第
２
竈
竈
気
工
■
士

　
　
２
記
試
艘
導
偏
訓
座
▲

日
程
４
月
１
２
‘
１
３
．
１
５
１
１
６
．

　
　
　
　
”
　
２
０
　
２
２
　
２
３
　
２
６

　
　
　
　
２
７
日

　
　
　
　
５
月
ｍ
・
ｕ
・
Ｂ
・
１
４
・

　
　
　
　
〃
・
珊
日
　
　
＾
比
日
問
）

時
　
間
　
午
後
６
時
－
８
時
５
０
分

定
　
員
　
２
０
名

受
講
料
　
４
，
２
０
０
円

７
改
善
の
仕
方

　
　
　
　
＾
Ｔ
Ｗ
１
・
Ｊ
Ｍ
〕
▲

目
程
４
月
”
・
２
０
・
２
２
・
２
３
・

　
　
　
　
２
６
日
の
５
日
聞
（
夜
聞
）

下上上本念 お
轟町町町見＜
　　　　　や
新田小滝武み
田村野漂感（
　　　　　死
言良六隻賢 ；
江則子ゑ次

吉将寿幸信親
適則一男夫族

　
　
父

出央
忠
信

　
南
北
都
留
郡
各
市
町
村
に
あ
る
不
一

一
動
産
等
に
対
す
る
競
売
事
件
に
つ
い
一

一
て
は
、
従
来
甲
府
地
方
裁
判
所
都
留
一

一
支
部
に
お
い
て
処
理
し
て
き
ま
し
た
一

一
が
、
４
月
－
日
か
ら
甲
府
地
方
裁
判
一

一
所
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
一

一
ま
し
た
。

一
　
な
お
、
競
売
物
件
の
フ
ァ
イ
ル
一

一
＾
物
件
明
細
書
、
現
況
調
査
報
告
書
、
一

一
評
価
書
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
一

一
ど
お
り
都
留
支
部
に
お
い
て
閲
覧
す
一

一
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
問
合
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
民
事
部

一
　
電
話
０
５
５
－
２
３
５
－
１
１
３
１

一
　
甲
府
地
方
裁
判
所
都
留
支
部
庶
務
課

一
　
電
話
０
５
５
４
－
４
３
－
２
１
８
５

一
日
程
・
場
所

３
月
２
６
日
§

３
月
刎
目
萎

３
月
２
３
目
灰
〕

３
月
１
８
目
禾
〕

３
月
１
フ
目
家
〕

３
月
１
１
目
禾
〕

３
月
４
目
禾
〕

開
催
日

山
梨
市
ｏ
く
蝪
人
の
家

石
和
町
役
場

県
立
中
央
病
院

竈
士
吉
田
市
産
簑
会
館

塩
山
市
役
所

竃
ヨ
…
町
南
部
公
民
館

富
士
吉
田
市
役
所

開
催
場
所

一
時
　
間
　
午
前
１
０
時
；
午
後
３
時

一
問
合
せ
　
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
電
話
０
５
５
－
２
２
３
－
１
３
６
９
一

平
成
１
１
隼
－
月
届
出

人口世帯
平成１１年２月１日現在

男　２，４１４人（一３〕

女　２，５２３人（十３〕

合計４，９３７人（±Ｏ〕

世帯　１ ，４１４世帯（十３：



広報にしかつら　２６７号　　１４

自井　桑箱 ちゃん 　１才２ヶ月

　　智 ・明子さん（長女）

　都留’交通安全協会西桂支部より 、’．西桂

小学校１こ「ランドセルカバー５００枚 ・

横断旗８０本」が寄贈されました 。’．．

　善意に心から感謝しｒたします 。’．

この予定表は、町民の参加を募る行事、町民を

対象とする事業１１ ついて構載しております

月喀∴亘 １１ １火’ 軍１’ 町．・ ・水．冊’ 目１１１∴ ・土乍．甘
１ ２ ３ ４ ５ ６

◇不用犬猫収集 ◇ひなまつり会
１１時まで１役場） ２時一幌童館〕

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

◇中学校卒業式 ◇資源ゴミ回収

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

◇粗犬 ・処理困難 ◇行政相談 ◇キムチづくり教室 ◇母親クラブ ◇小学校卒業式
ごみ奴集 １時搬一鵬１役場〕 午接鵬一１０時帆０〕 ２時一

９時一３時 ◇不用犬猪収集
１下墓地尾尻町有地〕 １１時鮒まで１役場）

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

◇退所式
◇おかしづくり教室

一ドーナツー

１時鮒一魑館〕

２８ ２９ ３０ ３１

４■３仕〕　保育所入所式
４■４（目〕　」ｌ１凌い

４■４侶〕　ポランティア桜まつり

４■５帽〕　小中学校入学式

＠英会話　　　ゆ刻字　　　＠硬筆 毎週各種教室をＹＬＯ会館にて開級しております
。


